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職業能力開発総合大学校

能力開発応用系 新井吾朗

http://araigoro.blog.jp/

araigoro@uitec.ac.jp

フィンランド徒弟訓練において
職場実習を可能とする諸仕組み
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• フィンランドの職業教育は、職場実習が中心

• 職場での能力発揮（デモンストレーション、期
間1年・4週・1週など資格による異なる）を評価
することで職業資格を取得できる

研究の関心

2

• 職場実習はどの職場でも同じ能力を育成して
いるのか

• 職場での能力評価の負担は大きくないのか

－　1　－
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１ フィンランド職業教育の概要（全体像）

3
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２ 職業教育コースの全体像 HELMIの事例

一般高卒・成人(未就労) 

８月 ～ １２月 １月 ～ ６月

1
年学校(職業モジュール) 職場での実習

評
価学校(職業モジュール) 職場での実習

評
価

2
年学校(職業モジュール) 職場での実習

評
価学校(職業モジュール) 職場での実習

評
価

徒弟訓練 (学校での学習の頻度、実習と評価の組み合わせ回数や長さは個別の職歴・学習歴で異なる)

学校(複数職業モジュール) 週/月に一度程度
職場での実習

複数モジュールの
評価

学校(複数職業モジュール)
職場での実習

学校(複数職業モジュール)
職場での実習

複数モジュールの

評価

学校(複数職業モジュール)
職場での実習

学校(複数職業モジュール)
職場での実習

複数モジュールの
評価

－　2　－
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３ 職業資格基準例 実践看護師
＝ 職業教育の基準

Copyright 2015 G.Arai All Right Reserved

３ 職業資格基準 職業資格の構成

6

必須

選択
↓

実習

－　3　－
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３ 職業資格基準 求める能力 必要な職業能力の概要

7

顧客のためのリハビリテーション計画を書き、適用し、評価する。

実務看護師の責任に基づく、複数人の専門家チームのメンバーと
して。

Copyright 2015 G.Arai All Right Reserved
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チームメンバーとして
リハビリ計画を書き上
げる。

活発なチームメンバ
ーとしてリハビリ計画
を書き上げる。リハビ
リプロセスの特徴を考
慮して。

活発な役割を担うチ
ームメンバーとして広
い範囲のリハビリ計
画を書き上げる。

３ 職業資格基準 職業能力の 3レベルの評価基準

－　4　－
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３ 職業資格基準 職業能力の 評価方法の指示

受験者は次のようにリハビリテーションの職業能力を実演する。
場所：学校か顧客の家、ケアセンター．．などの職場
場面：リハビリテーションの計画、適用、評価、

顧客の状況の記録、グループガイダンスの計画、適用、評価

Copyright 2015 G.Arai All Right Reserved
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３ 学習計画 学校で学習する授業計画

－　5　－
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３ 学習計画 職場実習の計画 訓練生・職場・学校が合意する

受講者

職場訓練
実施場所

職場評価者

職場代表

学生

教員代表

承認された計画/時間・場所

Copyright 2015 G.Arai All Right Reserved
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３ 学習計画 職場実習の計画 職場の説明

職場、業務と顧客の説明
仕事内容（基本タスク）：

北PaipisグループファミリーデイケアセンターPikkupirttiは、地方自治体のデイケアの子供たちを提供しています。
Pikkupirttiは例の平日の両親に合意した13人の子供に治療を提供し、気になります。 作品。デイケアは、7.00から17.00
に提供されています。 子供は1-5歳の。

操作の説明（規則、方針、従業員と分業）

顧客の説明：

リトルPirttiのお客様は、地元の家族や子どもの年齢の1-5年です。リト
ルPirttiは、治療中の兄弟を持っています。
リトルPirtti時の程度、治療で11〜12人の子供、9人の子供を発見する
チャンス。

リトルPirttiの目的は、保護者と協力して、個々の成長をサポートしてゆったりとした刺
激的な成長と学習環境を作成することです。リトルPirttiは二人の子供の指導に取り組
んで実用的な看護師の1。
Pikkupirttiは自然、グループ・ファミリーデイケアセンターに配置された古いログ建物に
囲まれています。リトルPirttiは、より多くの部屋に自然とomakotitalomaisen古い建物
の周りに利用しました。

－　6　－
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３ 学習計画 職場実習の計画 評価基準ごとの職場での仕事

評価の件名：
1.作業プロセスをマスター

ケアと教育計画、実施、評価

学生ができます
•学齢期と学齢期の子供や思春期のケアと教育の
下で子供たちを、設計、実装および評価します
•ケア、教育、リハビリに病人や子供や若者の特別
なニーズを設計、実装し、評価します

デイリータスク：
•チーム週間のイベントの出席のチームミーティングと計画部品/週計画と
そのイベントperformethアクション

•必要に応じて、子供の暖かさの上に、子供のフィットネスと健康の治療の

ために来て、私は両親と接触しています私の見積もりに、私の病気の子
供の世話特別な機能（胃腸炎、インフルエンザ、ワクチン、シラミ、眼の炎
症、蟯虫とトリクルウイルス）の推定値と議論

スキル評価の基準を読み、慎重に理解しなさい。
（目標と評価の基準）。タスクのリストに基づいてそれらを実行
し、あなたが必要なスキルを実行する。

Copyright 2015 G.Arai All Right Reserved

３ 評価計画 能力発揮する場面の説明 訓練生自身が作成する

14

週間プラン
2015年8月17日月曜日
活動時間7-14

7.00
子どもの保育や朝食の準備を受信しま
す

8.00
朝食のために子供たちを指導

8.30
朝食カウンターとテーブル、クリーニング

9.30
遊んでいる子供たちを洗浄するコスト、ト
イレを訪問し、アウトを制御します
屋外の再生制御

11.15
ステアリングの内側、に暖かく、子供たち
と一緒に食事を

12.00
子供のトイレや休憩の日に訪問を案内

12.30
ダイニングエリアのクリーニング

－　7　－
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候補キャサリンXXXXXXX
子どもや若者のケアと育成の一部を卒業
現在17-21.8.2015
討論時間：2015年8月26日12.30
場所：Pohjoispaippistenグループファミリー
デイケアセンターPikkupirtti
Bastnäsintie11、04 150 Paippinen

作業プロセスの習得

私は計画（Vasu、週に基づき、毎日の

リズム会議）に応じて、毎日子供の世
話と育成を実施しました。私は、イベン
ト/活動の週を計画し、私は、そのため

の計画を実行しました。しばらくの間、
子供のクラフト活動を目覚め一瞬休憩
後工夫し、一方で私は、画面の一部と
して実施しました。私は子供たちを観
察し、私は他の従業員と私の観察に
ついて議論しました。私は、栄養推奨（
お粥とカットフルーツのメーカー）に応
じて子どもたちのために朝食を作りま
した。積極的にその日の他の従業員
のイベントや日活動にKeksustelinの

実施。私は積極的に私の見積もりで
の問題を議論し、個人のスキルと起業
家のスキルの自己評価をしました。

３ 評価計画・評価の実態 資格基準ごと仕事の自己評価申告

Copyright 2015 G.Arai All Right Reserved

３ 評価の実態 モジュールごとの評価用紙

16

モジュール名

資格名

資格名

総合評価

評価レベル K3 H2 T1 拒否
中断
期日

評価の根拠の全体的な説明

１．作業プロセス

雇用主 職場評価者 学校評価者

訓練生

訓練生

－　8　－
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社会・健康 資格認定委員会

資格認定

社会・健康資格/ 実践看護師
/リハビリテーション能力プロフィール
参加者 氏名

成長支援
看護・介護

リハビリテーションサポー
ト
高齢者

氏名
社会・健康 資格認定委
員会会長

氏名
Edupoli(教育機関)
副校長

３ 評価の実態 資格認定書

Copyright 2015 G.Arai All Right Reserved
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2.3.4給与
スキル要件
学生または候補は、
•給与期間支払われる給与を計算をする
•支払うべき賃金の具体的な状況を計算する
•給与、定期的な税務申告を準備する

自分の仕事の計画

1.作業プロセスをマスター

組織の監督の下で

指示に従って仕事を
準備する

組織の監督の指示
に従って計画と準備
をする

組織の命令に従い、
自発的に責任を持っ
て、仕事の計画と準
備をする

重要度に応じて、計
画する

４ 職業資格基準例 ビジネス管理

－　9　－



2015.11.14 第45回 日本産業教育学会関東地区部会

10

Copyright 2015 G.Arai All Right Reserved
19

ツールと方法の使用

オフィスや財務管理ツール
とアプリケーション・プログ
ラムを監督下で使用する

2.作業方法、機器や材料
の調整をマスター

通常の状況下でオフィスや財
務管理ツールとアプリケーシ
ョン・プログラムを使用する

様々な状況や新しいオフィス、およ
び財務管理ツールとアプリケーショ
ン・プログラムを使用する

必要なだけプリントアウトす
る

必要なだけプリントアウトし、
紙の仕事、インクカートリッジ
や他の材料の効率的で持続
的な発展に従う。経済的な使
用の原理に従う

必要なだけプリントアウトし、効果
的かつ持続的な発展の原則の経
済的な使用に係る紙の仕事、イン
クカートリッジや他の材料を予想す
る

給与計算ソフトウェアを監
督の下で使用する

給与計算プログラムを使用す
る

独自の給与計算プログラムで使用
する

Copyright 2015 G.Arai All Right Reserved
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４ 学習・評価計画 学校での授業と職場実習

4.3.4 給与
モジュール名

能力の要件 作業 学科コース 試験の方法

スキル要件（密封されました）
•学生または候補
•給与期間支払われる給与を計算
•支払うべき賃金の具体的な状況を計算します
•に関して給与として毎月の申告を描きます。
K3レベルに対する評価の目標と基準

データ管理に基づくように動作します。
給与期間の計算
•給与計算書類の処理のための組織のガイドラインに準拠
•更新された規則、規制やガイドラインを適用
•雇用、給与と税金がこのような組織の指示に従って給与計算のた
めの時間ごとの広告のように、独立して自発的に材料の準備

レジスタのメンテナンスや更新の従業員

コンピュータプログラムを利用する給与

給与文書印刷（給与の仕様、給与リスト、会
計の内訳は、定期的な税務申告データ）

給与は、改正を実行作ります

報酬では、取り扱いおよび発行通知（年金
保険会社、事故保険会社、税務当局）

該当する労働協約や労働協約給与雇用の
アプリケーションの内容を知ります。

給与管理
9-15.10.2014

給与ITアプリケー
ション
22.10-29.10.2014

特定の状況の給与
の計算
4-5.11.2014
グループは含まれ
る

毎時レポートのコレクション、サイト管理者に

Excelにログインすることにより、労働時間

Excelのファイル転送給与体系（Visma L7）

労働者一人当たりのイベントの賃金（労働時
間、報酬費用など）を確認します

Visma L7プログラムを利用して給与実行メ
イキング

給与ランのレビューと承認

－　10　－
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４ 職場評価者による評価

21
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４ 職場実習の自己評価

候補者の自己評価

候補者の強み

改善のための候補領域

日付 候補者の署名

スキルアセスメントフォーム

－　11　－
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個々のデモンストレーション評価の概要
ビジネス、ビジネス管理のディプロマ
専門分野：金融・オフィスサービス
オーガナイザー： Amiedu
責任者：Maria Hirvonen

徒弟訓練生： Mari Majapuro

４ 評価の合意 職場マネジャー・職場評価者・学校教員

Copyright 2015 G.Arai All Right Reserved
24

マリはAsfalttikallio 社の給与計算係として働いています。したがって彼女は、

作業環境の職場で錫を維持するために気遣います。マリは、プロジェクトと私
たちのプロジェクトの日付に身を維持することによって、サービスの状況のた
めに準備し、会社が実行されています。

彼女は、電話、電子メールや対面を介して内部顧客（現場監督）と外部顧客（
請負業者やサプライヤー）の自分の仕事になるだろう。マリは、そのような時間
のリストやその他の給与ドキュメントとして顧客サービスとアフターケア、事務
作業の面倒を見ます。処理やアーカイブのためのガイドラインに従って受信。
彼女は流暢なフィンランド語で顧客にサービスを提供し、英語での状況のサー
ビスを実行します。

顧客サービス
評価：K3
（0/1/2/3）
日付：2015年1月9日1
TAレビュアー：Raija Kekki(職場マネジャー)
CTレビュアー：Tiina Vanhasaari(職場評価者)
OPE レビュア：Joonas Haapaniemi(教員)

－　12　－
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マリはAsfalttikallio 社の給与計算係として働いています。彼女は毎時レポートサイ
トマネージャを収集し、時間のレコード番号は、Excelスプレッドシートを働いていた
し、Excelファイルの給与計算プログラムを転送します。
マリは、従業員一人当たり賃金や給与をチェックしVisma L7プログラムを利用して
、給与計算になります。彼女は、有料を確認し、承認する - 混合チェック給与計算を
実行します。マリは、給与の内訳を行い、オンライン銀行に従業員に送信します。

彼女は、支払いファイルを構成し、給与の支払いや給与データレコードの転送を担
当しています。マリは、準備して給与レポートに提出し、年金保険会社がに関して
定期的な税務申告書の雇用者の支払いを行います。彼女は、組合費決済の管理
を担当し、モバイル法案を扱っています。マリは、給与計算で休日給与、休日給与
を計算し、給与や執行の問題に関連した病気の時間を処理します。

給与
評価：H2
（0/1/2/3）
日付：2015年1月9日1
TAレビュアー：Raija Kekki(職場マネジャー)
CTレビュアー：Tiina Vanhasaari(職場評価者)
OPE レビュア：Joonas Haapaniemi(教員)

Copyright 2015 G.Arai All Right Reserved
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金融サービス
オフィスサービス
組織の文書の管理

－　13　－
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４ 評価の実態 面談による評価

27

職場上司 職場評価者

徒弟訓練生

学校教員

Copyright 2015 G.Arai All Right Reserved

• 評価が主観的にならないか
（１）評価の基準を明確にしている （職業資格基準）
（２）評価の方法を一定にしている （資格認定委員会による調整）
（３）3者評価 職場上司、職場評価者、学校評価者で評価している。
（４）職場指導者と職場評価者は異なる
（５）職場評価者研修が行われている（6時間）

• 異なる職場(販売の例：大規模スーパー、個人商店)で同じ内容を学習できるか

（１）徒弟訓練の契約を結ぶときに同じ内容を学習できる職場とだけ契
約する。例えば個人経営で家族を指導する場合の審査は厳格。

（２）生徒の場合、職場実習場所の選定時に同じ内容を学習できる職場
を選定している 職業教育機関と職場の契約

（３）職場指導者研修を実施している
TRAINING FOR WORKPLACE INSTRUCTORS, 
3 CREDITS, 2013:16

• 評価者の負担は大きくないか
（１）職場評価者 指導者と評価者は別れている。評価期間に該当する作業を

するときに観察すればいい。（観察期間は資格により異なる。1年間、4週
間、1週間など）

（２）学校教員 point collage の場合
生徒1000人(学生・成人800人＋徒弟220人)/教員55人＝20生徒/1教員

５ 職場実習を可能とする諸仕組み

28
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５.1 職場実習を可能とする諸仕組み
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５．２ Training for Working place instructors 3credit = 3w

30
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９．２ Training for Working place instructors 3credit = 3w

31

CERTIFICATE

Pauliina KXXXXX
5.7.197x
に参加しました

評価者として職場のインストラクターや学術セッショントレーニング
2015年9月2日から8月25日まで
トレーニング、コア内容：
学生カウンセラー/教育者の役割
•教育システム
•コントロールプロセス
•事前学習の認識
•コーチングディプロマセレモニー
•学習の評価
•S2（第二言語としてのフィンランド語）で考慮さCIAL背景や特別なニーズを
SO-
•職場管理活動の開発

学位式典アセッサーの役割
•ベースの資格制度
•デモは表示資格異なる何のスキル
•評価者の専門性と能力評価スキル
•度と卒業式のパフォーマンスの評価
•サスペンションと拒否
•作業コミュニティの能力テストの開発

Hannele Pesola
トレーナー / 社会と健康

Copyright 2015 G.Arai All Right Reserved

９．２ Training for Working place instructors 3credit = 3w

32

職場のインストラクター養成の3コンテンツ
職場インストラクタートレーニング（3単位）は、3つのモジュール
を含みます：
職場で提供トレーニングの1計画、職業技能デモンストレーショ
ンや能力試験（1クレジット）
2.生徒に指示し、学習評価（1クレジット）
3.評価生徒のか、候補者の力量（1クレジット）
職場で提供トレーニングの3.1計画、職業技能の実演と能力テ
スト

目的は、その職場のインストラクターであります
職業資格構造に精通しており、配置教育訓練の形
職業分野で職業資格要件に精通しています
職場に配置された研修を計画することができます
能力試験の教育機関や主催者と共同で職業技能の実演や能
力のテストを計画することができます
そこに配置された任意の訓練の職場に知らせます
職場のインストラクターとして自分の仕事を開発しています。

資格構造に精通し、教育訓
練規定の形

職場インストラクター
��は職業教育の構造と教

育訓練規定の様々な形式に
精通しています

職場のインストラクター自身
の職業分野のための資格要
件に精通しています

職場インストラクター

職場で提供トレーニングで自
分の職業分野に対して決定
資格要件を活用し、職業を整
理するとき��
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５．２ Training for Working place instructors 3credit = 3w

33
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５．３ 評価者研修（6時間）修了証

34

CERTIFICATE

Pauliina KXXXXX
5.7.197x
に参加しました

評価者として職場のインストラクターや学術セッショントレーニング
2015年9月2日から8月25日まで
トレーニング、コア内容：
学生カウンセラー/教育者の役割
•教育システム
•コントロールプロセス
•事前学習の認識
•コーチングディプロマセレモニー
•学習の評価
•S2（第二言語としてのフィンランド語）で考慮さCIAL背景や特別なニーズを
SO-
•職場管理活動の開発

学位式典アセッサーの役割
•ベースの資格制度
•デモは表示資格異なる何のスキル
•評価者の専門性と能力評価スキル
•度と卒業式のパフォーマンスの評価
•サスペンションと拒否
•作業コミュニティの能力テストの開発

Hannele Pesola
トレーナー / 社会と健康
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５．４ フィンランド職業教育の概要（事例：point college）

35

青年・学生・若者 学生数

成人 学生数

教員数

事務局スタッフ数

売上高

教育コース数

パートナー数

徒弟訓練数

Copyright 2015 G.Arai All Right Reserved

• フィンランドの職場実習では

（１）実用上求められる一定の妥当性で
職場実習、職業資格付与が行われている

（２）職場評価者の負担は日常業務の範囲

（３）学校教員の負担は平準化(生徒の場合繁忙
期あり)されており、業務の中心が教室での指導
から職場実習の支援、評価に移っている

６．結論

36
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